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巣立ちの想い

町内の中学校で卒業式が３月15日に行わ
れました。札内東中学校では、卒業生の
各クラス代表が中学校生活の想い出を涙
ながらに語り、感動につつまれました。



町
の
会
計
は
大
き
く
分
け
て
「
一

般
会
計
」「
特
別
会
計
」「
公
営
企
業

会
計
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
納
め
た
町
税
は
一
般
会
計
に
納

め
ら
れ
ま
す
。

グ
ラ
フ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

一
般
会
計
の
財
源
は
地
方
交
付
税
と

呼
ば
れ
る
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

や
町
税
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
お

金
を
目
的
別
に
使
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
は
地
方
交
付
税
が
減

額
に
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
町
税
も

微
増
の
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
財

政
調
整
基
金
３
億
円
と
減
債
基
金
２

億
２
千
万
円
を
、
さ
ら
に
河
川
緑
化

整
備
事
業
基
金
４
８
０
万
円
を
取
り

崩
し
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
ま
し

た
。本

年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会
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町　　　　 税→皆さんが町に納めた税金
地方譲与税等→国税または道税の一部から一定の

基準によって町に譲与あるいは交
付されるお金

地 方 交 付 税→所得税などの国税５税の中から、
町の財政規模等に応じて交付され
るお金

分担金･負担金等→特定の事業を行う場合、特別な利
益を受ける者などから、その経費
にあてるために徴収するお金など

国・道支出金→特定な事業を行う場合に、その経
費にあてるために国や道から交付
されるお金

繰　　入　　金→基金の取り崩しなどにより繰り入
れられるお金

町　　　　 債→町が事業を行おうとする際、一般
財源が不足する場合に借り入れる
お金（特に一時に多額の資金を要
するとき）

議　　会　　費→議員の報酬など議会の活動・運営
のために使うお金

総　　務　　費→課税徴収、戸籍、選挙、統計など
町の全般的な事務に使うお金

民　　生　　費→福祉全般にかかる事業、各種医療
費扶助、福祉施設の管理運営など
に使うお金

衛　　生　　費→保健衛生、ごみ処理など、健康で
衛生的な生活環境を保持するため
に使うお金

労　　働　　費→勤労者の雇用対策などに使うお金
農　林　業　費→農業振興、林業振興、土地改良事

業などに使うお金
商　　工　　費→商工業の振興、観光の振興、企業

誘致などに使うお金
土　　木　　費→道路、公園、公営住宅などの整備･

維持管理および、都市計画事業に
使うお金

消　　防　　費→東十勝消防事務組合の経費に対す
る町の負担金および、災害対策に
かかる活動などに使うお金

教　　育　　費→学校教育・社会教育の振興、各種
教育施設の整備･管理運営などに
使うお金

公　　債　　費→町債など借入金にかかる元金・利
子の償還金

職　　員　　費→町の職員（特別職、一般職および
臨時職員の一部）の給料、手当、
共済費、賃金などに使うお金

基　　　　　金→特定の目的のために資金を積み立
てしたり、定額の資金を運用した
りするものをいう。

用語の説明

予算用語の豆知識 ・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間

延
長

・
青
葉
保
育
所
駐
車
場
整
備

・
豊
岡
ゴ
ミ
処
理
場
適
正
閉
鎖
工
事

・
農
業
担
い
手
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

建
設

・
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
設
置
促
進

補
助

・
土
地
改
良
事
業

・
消
費
生
活
相
談
員
配
置

・
若
草
南
公
園
整
備

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成

委
託

・
幕
別
駅
前
広
場
整
備

・
札
内
駅
周
辺
道
路
調
査
設
計
委
託

・
明
野
ケ
丘
公
園
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト

実
施
設
計

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
指
導
員
配
置

・
完
全
学
校
週
５
日
制
対
策

本
年
度
、
町
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
す
る
の
か
、
そ
れ
が
「
一
般
会
計

予
算
書
」「
特
別
会
計
予
算
書
」
と

い
う
名
前
で
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

予
算
書
は
図
書
館
本
館
、
分
館
で

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

計
が
１
２
７
億
４
１
１
１
万
円
と
な

り
前
年
度
予
算
と
比
較
し
て
２
億
９

３
５
７
万
円
２
・
３
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
減
額
の
主
な
理
由
は
平

成
13
年
度
に
実
施
し
た
札
内
東
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
補

助
事
業
の
公
営
住
宅
建
設
事
業
、
札

内
北
小
学
校
建
設
事
業
な
ど
の
減
少

が
主
な
も
の
で
す
。

こ
れ
に
７
特
別
会
計
と
１
公
営
企

業
会
計
を
あ
わ
せ
た
町
の
全
会
計
予

算
額
は
２
１
４
億
２
４
７
１
万
円
、

前
年
度
予
算
額
と
比
較
し
て
１
億
２

３
５
０
万
円
、
０
・
６
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
取
り
組
み
は
次
の

も
の
で
す
。

・
稲
志
別
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設

・
札
内
東
コ
ミ
セ
ン
外
構
整
備

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
験
運
行
委

託

平
成
14
年
度
予
算
案
が
３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

こ
の
予
算
案
に
基
づ
い
て
、
４
月
か
ら
の
新
年
度
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
新
年
度

予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す

平
成
14
年
度
予
算

平成14年度予算総額�

214億2,471万円� 平成13年度予算総額�
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14年度�

13年度�

増減率�

227,103�

230,125�

▲1.3％�

265,525�

255,387�

4.0％�
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水道水道�
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公共用公共用地�
取得取得�

個別個別�
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国民�
健康保険�老人保健�介護保険�簡易水道�

営農用�
水道�

公共�
下水道�

公共用地�
取得�

個別�
排水処理�水道事業�

単位：万円�

ま
ち
の

お
金
の

使
い
道�

ま
ち
の

お
金
の

使
い
道�

一般会計�

歳  入�
127億4,111万円�

一般会計�

歳  出�
127億4,111万円�

�

町税　16.3％�
20億7,848万円�

分担金・負担金等�
2.6％�

3億3,591万円�
地方譲与税等�
5.3％�

6億7,420万円�

国・道支出金�
10.5％�

13億4,014万円�

繰入金�
4.2％�

5億3,569万円�

町債�
8.7％�

11億1,180万円�

諸収入�
8.9％�

11億3,463万円�

総務費　4.2％�
5億3,756万円�

民生費　8.9％�
11億3,838万円�

農林業費農林業費�
14.414.4％�

1818億3,6213,621万円万円�

土木費　土木費　14.814.8％�
1818億8,8278,827万円万円�公債費　公債費　20.220.2％�

2525億7,6067,606万円万円�

職員費　職員費　16.0％�
20億3,8673,867万円万円�

農林業費�
14.4％�

18億3,621万円�

商工費　4.4％�
5億5,863万円�

土木費　14.8％�
18億8,827万円�

消防費　4.1％�
5億1,914万円�

教育費　7.7％�
9億8,002万円�

公債費　20.2％�
25億7,606万円�

職員費　16.0％�
20億3,867万円�

衛生費　4.2％�
5億3,346万円�

地方交付税地方交付税�
43.143.1％�

5454億8,7388,738万円万円�

地方交付税�
43.1％�

54億8,738万円�

財産収入�
0.4％�

4,288万円�

自�主�財�
源�

依�

存�
財�源�

その他　1.1％�
1億3,472万円�

（議会費･労働費･予備費）�

〈特別会計・公営企業会計の内訳〉

国民�
健康保険�老人保健�介護保険�簡易水道�

営農用�
水道�

公共�
下水道�

公共用地�
取得�

個別�
排水処理�水道事業�

ま
ち
の

お
金
の

使
い
道�

ま
ち
の

お
金
の

使
い
道�

予
算
規
模歳　入

歳　出

その他

国民�
健康保険�老人保健�介護保険�簡易水道�

営農用�
水道�

公共�
下水道�

公共用地�
取得�

個別�
排水処理�水道事業�

ま
ち
ま
ち
の

お
金
お
金
の

使
い
道

使
い
道�

ま
ち
ま
ち
の

お
金
お
金
の

使
い
道

使
い
道�

ま
ち
の

お
金
の

使
い
道�

厳
し
い
財
政
状
況

歳
出
の
概
要

予
算
書
を
見
た
い
方

新和営農用水道が簡易水道に移行するため、営農用水道会計は皆減となります。
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昨
年
に
引
き
続
き
特
色
あ
る
教
育

活
動
支
援
事
業
に
交
付
金
を
支
出
し

て
今
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
の

変
化
に
対
処
し
ま
す
。

幼
児
教
育
の
充
実

わ
か
ば
幼
稚
園
の
あ
ず
か
り
保

育
・
満
３
歳
児
入
園
、
施
設
開
放
事

業
の
本
格
実
施
、
障
害
児
保
育
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
の
管
理
運
営
、
教
職
員
の
研

修
等
の
専
門
的
業
務
に
専
任
職
員
を

配
置
し
ま
す
。

教
育
活
動
指
導
助
手
配
置

昨
年
に
引
き
続
き
集
団
生
活
に
慣

れ
て
い
な
い
新
１
年
生
を
対
象
に
、

指
導
助
手
制
度
を
導
入
し
、
初
め
て

学
校
生
活
を
体
験
す
る
大
事
な
時
期

に
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
行
い
ま
す
。

１
年
生
の
多
人
数
学
級
（
30
人
以

上
）を
有
す
る
小
学
校
が
対
象
で
す
。

5

戸
化
な
ど
を
行
い
、
だ
れ
も
が
、
い

つ
で
も
学
べ
る
環
境
作
り
を
進
め
ま

す
。

生
涯
学
習
講
師
派
遣
事
業

「
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
事
業
」

「
人
生
学
博
士
制
度
」
を
活
用
し
た

「
生
涯
学
習
講
師
派
遣
事
業
」
を
推

進
し
ま
す
。

芸
術
劇
場
に
補
助
金
交
付

ま
く
べ
つ
町
民
芸
術
劇
場
の
運
営

に
今
年
度
も
５
０
０
万
円
の
運
営
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

歴
史
資
料
の
活
用

ふ
る
さ
と
館
で
の
収
蔵
資
料
の
企

画
展
示
や「
幕
別
町
歴
史
の
散
歩
道
」

の
積
極
的
活
用
を
行
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
充
実

札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
専
任
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
員
を

配
置
し
て
、
充
実
し
た
指
導
を
行
い

ま
す
。

そ
の
他
米
飯
給
食
の
回
数
や
地
場

の
農
産
物
の
使
用
を
増
や
し
、
お
い

し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備

従
来
は
２
人
に
１
台
だ
っ
た
生
徒

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
１
人
１
台
に
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。（
幕
別

中
学
校
）

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

身
体
障
害
児
の
受
け
入
れ
拠
点
校

と
し
て
、
札
内
南
小
学
校
に
階
段
昇

降
機
や
障
害
児
用
ト
イ
レ
の
設
置
及

び
段
差
解
消
、
ト
イ
レ
ド
ア
の
引
き

保
護
者
負
担
軽
減

昨
年
に
引
き
続
き
「
日
本
体
育
・

学
校
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
負
担
金
を
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
小
学
校
・

中
学
校
に
つ
い
て
全
額
公
費
で
負
担

し
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

糠
内
中
学
校
の
屋
根
塗
装
工
事
・

黒
板
張
替
え
・
便
器
の
洋
式
化
を
進

め
て
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

可
動
式
机
椅
子
整
備

成
長
の
早
い
子
ど
も
た
ち
に
対
応

す
る
た
め
高
さ
を
調
整
で
き
る
机
・

椅
子
を
札
内
中
学
校
及
び
特
殊
学
級

教
室
に
導
入
し
ま
す
。

よ
り
良
い
給
食
の
た
め

環
境
ホ
ル
モ
ン
溶
出
の
疑
い
の
あ

る
給
食
用
食
器
を
昨
年
に
引
き
続
き

更
新
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

昨
年
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
「
情

報
通
信
技
術
講
習
会
（
パ
ソ
コ
ン
講

座
）」
を
今
年
度
も
引
き
続
き
開
催

し
ま
す
。

学
校
週
５
日
制
に
対
応

完
全
学
校
週
５
日
制
に
対
応
す
る

た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
の
開
講
や
学
童
保
育
所
の
開
放

な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ

さ
い
。

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
設
置

明
野
ケ
丘
ス
キ
ー
場
に
リ
フ
ト
を

整
備
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
リ
フ
ト
は
二
人
乗
り
で
完
成

は
平
成
15
年
の
秋
頃
の
予
定
で
す
。

従
来
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

時
間
は
午
後
５
時
ま
で
で
し
た
が
、

自
家
用
車
で
こ
ら
れ
る
方
の
利
用
が

増
え
て
午
後
の
時
間
が
混
雑
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
４
月
か
ら
施
設
の
利
用
時

間
を
浴
室
も
含
め
て
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
と
変
更
し
て
よ
り
利

用
し
や
す
く
し
ま
す
。

介
護
保
険
補
完
事
業

介
護
保
険
を
補
完
す
る
事
業
と
し

て
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
生
き
が
い

活
動
支
援
通
所
事
業
、
外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
昼
食
と
夕
食

を
自
宅
ま
で
配
達
し
、
独
居
な
ど
の

方
々
の
安
否
の
確
認
に
も
役
立
っ
て

お
り
利
用
登
録
者
は
２
０
０
人
を
超

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
実
施

制
度
開
始
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、
昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
活
用
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

ま
た
今
年
は
３
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
介
護
保
険
事
業
の
見
直
し
の
年
で

す
の
で
こ
れ
ま
で
の
給
付
実
績
を
も

と
に
新
し
い
保
険
料
を
含
め
た
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
計
画
の
策
定

町
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
食
生
活
や
喫
煙
の
状
況
、

ス
ト
レ
ス
の
有
無
な
ど
健
康
に
関
す

る
様
々
な
情
報
を
集
め
、
そ
れ
ら
の

改
善
策
を
示
す
た
め
（
仮
称
）「
幕

別
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

歯
科
検
診
の
実
施

今
年
度
か
ら
新
た
に
35
歳
以
上
を

対
象
と
し
て
歯
科
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
口
腔
疾
患
の
予
防
や
早
期
発
見

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
、
資
源
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
平
成
15
年
度

の
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
完
全
施
行
に

あ
わ
せ
て
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を

さ
ら
に
細
分
化
す
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
助
成

昨
年
度
に
引
き
続
き
電
動
生
ゴ
ミ

処
理
機
の
購
入
助
成
を
行
い
ま
す
。

閉
鎖
に
向
け
て
平
成
11
年
度
か
ら

約
40
項
目
の
検
査
を
３
年
間
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
す
べ
て
の
検
査
項
目

で
厚
生
労
働
省
の
基
準
値
以
下
で
し

た
の
で
、
本
年
度
か
ら
２
カ
年
で
適

正
閉
鎖
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

（
５
月
号
に
続
く
）

に
努
め
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り

ま
す
。

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
策
定

子
育
て
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
健
や
か
に

育
て
る
こ
と
の
出
来
る
環
境
を
作
る

た
め
、「
幕
別
町
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
進
め
地
域
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
行
き
ま
す
。

さ
ら
な
る
ゴ
ミ
の
減
量
化

従
来
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
と
な
る
た
め
に

心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
と
な
る
た
め
に

学
校
教
育
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置

特
色
あ
る
教
育
活
動
支
援

事
業
交
付
金

▼
教
育
の
仕
事
▲

安
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
に

安
ら
ぎ
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
に

▼
保
健
福
祉
の
仕
事
▲

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
時
間
延
長

▼
児
童
福
祉
の
仕
事
▲

▼
環
境
衛
生
の
仕
事
▲

豊
岡
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
の

適
正
閉
鎖
工
事

そ
の
１�

本
年
度
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
１
２
７
億
４
１
１
１
万
円
。
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
は
２
１
４
億
２
４
７
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

今
月
と
来
月
の
２
回
に
分
け
て
今
年
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
第
４
期
幕
別
町
総
合
計
画
の
６
つ
の
目
標
に
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す



で
指
導
員
を
配
置
し
て
子
ど
も
た
ち

に
開
放
し
ま
す
。

子
供
放
送
局
の
活
用

百
年
記
念
ホ
ー
ル
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
「
子
ど
も

放
送
局
」
の
視
聴
を
行
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
「
心
の
教
育
や
科
学
技
術

へ
の
夢
」
な
ど
の
対
面
学
習
活
動
も

7 6

４
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
完
全
学
校

週
５
日
制
と
新
指
導
要
領
の
適
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
先
月
お
伝
え
し
た

と
お
り
、
幕
別
町
で
は
新
し
い
時
代

に
対
処
す
る
た
め
特
色
あ
る
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
13
年
度
ま
で
に
、

「
札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
通
年

開
館
」「
幕
別
町
民
プ
ー
ル
の
温
水

化
」「
図
書
館
開
館
時
間
の
延
長
」

な
ど
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

新
年
度
の
取
り
組
み

完
全
学
校
週
５
日
制
の
趣
旨
は
、

子
ど
も
た
ち
を
家
庭
や
地
域
に
帰

し
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
教
育
力
を

取
り
戻
す
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
や
社
会

体
験
の
機
会
を
増
や
し
、
自
ら
学
び

自
ら
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や

体
力
を
育
も
う
と
す
る
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
幕
別
町

で
は
今
年
度
つ
ぎ
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
を
中
心
に
児
童
生
徒

の
参
加
機
会
を
増
や
す
た
め
各
種
講

可
能
に
な
り
ま
す
。
番
組
内
容
に
つ

い
て
は
各
学
校
を
通
し
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

札
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
に
新
た
に
指
導
員
を
配

置
し
て
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

＊
ス
ク
ー
ル
の
募
集
に
つ
い
て
は

お
知
ら
せ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

バードウォッチングの様子

収穫体験会

平
成
平
成
14
年
４
月
か
ら
完
全
学
校
週

完
全
学
校
週
５
日
制
が
導
入
導
入
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
ね
ら
い
は
次
の
２
つ
で
す�

☆
　
学
校

☆
　
学
校
・
家
庭
家
庭
・
地
域
社
会
全
体

地
域
社
会
全
体
の
生
活
生
活
を
見
直
見
直
し
ゆ
と
り
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る
生
活
生
活
の
中
で
個
性
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
「
生
き
る
力
」
を
育
む�
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土
曜
日
や
日
曜
日
を
利
用
利
用
し
て
、家
庭
家
庭
や
地
域
社
会

地
域
社
会
で
生
活
体
験

生
活
体
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や
自
然
体
験

自
然
体
験
、文
化
文
化
・
ス
ポ
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ツ
活
動
活
動
な
ど
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な�

　
　
活
動
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月

　
先
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が
今
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今
月
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活
動
や
体
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通
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先
月
は
導
入
の
背
景
を
説
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し
ま
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た
が
今
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は
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の
取
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み
を
紹
介
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の
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そ
の
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基
本
姿
勢

平
成
11
年
５
月
、
町
長
に
就
任
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
早
い
も
の
で
任
期

も
１
年
余
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
私
は
「
町
政
の
主
役

は
町
民
で
あ
る
」と
の
信
念
の
も
と
、

町
民
の
総
意
で
創
る
個
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
全
力
を
傾

け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

第
４
期
幕
別
町
総
合
計
画
や
現
在

取
り
進
め
て
い
る
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
策
定
は
も
と
よ
り

各
種
委
員
会
の
委
員
を
公
募
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
計
画
策
定
段
階
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
行
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
大
き
な
力
と
な

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

を
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
経
済
社

会
環
境
の
中
に
あ
り
、
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
よ
り
一
層
厳

し
い
も
の
と
受
け
止
め
る
と
と
も

に
、
少
子
高
齢
化
・
情
報
化
な
ど
時

代
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
大
き

な
転
換
期
の
中
に
あ
っ
て
、
町
政
を

担
う
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
使
命
の
大
き
さ
と
責
任

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
思
い
を
胸
に
深
く
刻
み
、
希

望
に
満
ち
た
明
日
の
幕
別
町
を
切
り

開
く
た
め
に
、「
信
頼
と
責
任
」
を

基
本
姿
勢
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
別
職
給
与
引
き
下
げ

特
別
職
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
11
月
に
特
別
職
の
給
料
及

び
議
会
議
員
の
報
酬
の
額
の
改
定
に

つ
き
ま
し
て
「
特
別
職
給
料
及
び
報

酬
審
議
会
」
に
諮
問
し
「
改
訂
を
見

送
り
当
面
現
行
通
り
と
す
る
」
と
の

ご
答
申
を
い
た
だ
き
、
昨
年
の
第
４

回
定
例
町
議
会
で
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る

こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
財
政
難
に
対
処
す
る
た
め
特
別
職

自
ら
の
姿
勢
と
し
て
給
料
の
削
減
を

実
施
し
町
民
の
皆
さ
ん
と
痛
み
を
共

有
し
た
い
と
関
係
条
例
を
今
議
会
に

提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
削
減
期
間
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
の
任
期
の
関
係
も
あ
り
平
成

15
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
と
し
、
平

成
15
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て

給
料
等
報
酬
審
議
会
に
諮
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
答
申
を
い
た
だ
く
よ
う

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

入
札
予
定
価
格
の
事
前
公
表

本
町
の
公
共
工
事
で
あ
り
ま
す
建

設
工
事
等
の
入
札
予
定
価
格
の
公
表

に
つ
き
ま
し
て
は
、
契
約
の
透
明
性

や
企
業
の
競
争
性
を
高
め
る
た
め
に

平
成
11
年
７
月
よ
り
事
後
公
表
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

入
札
・
契
約
制
度
の
よ
り
一
層
の

透
明
性
を
図
る
べ
く
、
平
成
14
年
度

か
ら
入
札
予
定
価
格
の
事
前
公
表
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
委
員
長
　
辺
見
　
政
孝

今
日
、
社
会
の
急
激
な
変
化
の
中

で
様
々
な
ゆ
が
み
が
生
じ
て
い
ま
す

が
、
少
子
・
高
齢
社
会
や
情
報
化
・

国
際
化
の
進
展
に
対
応
し
、
21
世
紀

を
堅
実
な
社
会
発
展
へ
の
展
望
に
満

ち
た
も
の
と
す
る
た
め
改
革
が
求
め

ら
れ
、
教
育
も
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
教
育
改
革
は
具

現
化
の
と
き
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
教
育
の
大
枠
を
変
え
る
完
全
学

校
週
５
日
制
と
新
学
習
指
導
要
領
の

本
格
実
施
年
と
な
り
、
加
え
て
地
方

分
権
の
流
れ
と
相
ま
っ
て
新
た
な
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
の
著
し
い
社
会
に

あ
っ
て
、
心
豊
か
に
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
供

の
育
成
と
、
町
民
が
健
康
で
充
実
し

た
人
生
を
送
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

共
に
学
び
、
共
に
教
え
合
う
、
生
涯

学
習
社
会
の
形
成
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
は
生
涯
学
習
の

基
礎
を
培
い
、
家
庭
は
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
い
、
地
域
は
社
会
生
活
の

基
礎
を
培
う
こ
と
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
学
校
や
社
会
教
育
機
関
、

地
域
、
家
庭
が
今
後
な
お
一
層
連
携

を
密
に
し
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
生
き
、
幕
別
２
世
紀
を
拓
く

人
を
育
み
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
真

に
生
き
が
い
を
持
ち
、「
め
ぐ
み
野

に
人
が
輝
き
、
笑
顔
ふ
れ
あ
う
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

定例会で執行方針を発表する岡田町長

平
成
14
年
第
１
回
定
例
町
議
会
で
岡
田
町
長
は
平
成
14
年
度
の
町
政
執
行
方
針
を
の
べ
ま
し
た
。
こ
こ
に
そ

の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
な
お
新
年
度
予
算
の
説
明
は
予
算
特
集
と
重
な
る
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん

座
を
開
き
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
百
年
記
念
ホ
ー
ル

な
ど
の
社
会
教
育
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
体
育
施
設
あ
る
い

は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
学
童
保
育

所
な
ど
の
公
共
施
設
を
利
用
し
た
社

会
体
験
活
動
で
す
。（
下
表
参
照
）

ほ
か
に
、
幕
別
町
が
持
っ
て
い
る

歴
史
と
自
然
環
境
を
活
用
し
た
自
然

体
験
活
動
、
例
え
ば
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
や
歴
史
の
散
歩
道
の
探
索
会

な
ど
を
文
化
加
盟
団
体
や
体
育
加
盟

団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。

例
年
実
施
し
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ガ

ー
デ
ン
植
樹
祭
や
農
作
物
収
穫
体
験

会
、
救
急
救
命
教
室
な
ど
と
も
連
携

を
図
り
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
施
設
開
放

第
１
・
第
３
・
第
５
の
土
曜
日
に

全
児
童
を
対
象
と
し
て
学
童
保
育
所

の
施
設
開
放
を
実
施
し
ま
す
。

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

完
全
学
校
週
５
日
制
に
対

す
る
幕
別
町
の
取
り
組
み

ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
の
開
講

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
員
の

配
置

行　　事

木工教室

バードウォッチング

読み聞かせの会

フラワーガーデン植樹

子供映画会

チャレンジスポーツ

ハーモニカ講座

子ども将棋講座

茶道講座

場　　所

百年記念ホール・町民会館

新田の森・あおさぎ公園

図書館（本館・分館）

スマイルパーク

図書館（本館・分館）

百年記念ホール

百年記念ホール

百年記念ホール

ジュニア・サタデースクールの内容
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莫
大
な
国
の
財
政
赤
字
が
合
併
問

題
の
原
因
で
す
。
平
成
10
年
頃
の
国

債
発
行
残
高
は
約
６
０
０
兆
円
で
し

た
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
来
年

の
今
ご
ろ
に
な
っ
た
ら
７
５
０
兆
円

に
な
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
国
は
こ
の
莫
大
な
財
政
赤
字

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
３
つ
の
予
算
項
目
に
着
目
し
ま
し

た
。
一
つ
目
は
公
共
土
木
事
業
費
。

二
つ
目
は
社
会
保
障
費
。
三
つ
目
は

地
方
交
付
税
で
す
。

交
付
税
の
減
額
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
各
町
村
で
は

町
長
や
議
長
の
歳
費
、
職
員
の
旅
費

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
を
始

め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
み
み
っ
ち
い

と
こ
ろ
に
し
わ
寄
せ
を
し
て
も
経
費

の
切
り
よ
う
が
な
い
。

国
の
各
省
庁
の
も
の
す
ご
い
無
駄

に
目
を
向
け
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
な

の
に
町
村
の
方
は
交
付
税
を
更
に
削

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
合

併
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
か
な
と
い

う
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ａ
『
行
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
す
る
。』

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
行
財
政

の
効
率
化
に
よ
り
基
盤
強
化
が
で
き
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
。
こ
う

決
ま
り
文
句
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

私
は
行
財
政
の
基
盤
が
強
化
さ
れ

る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
２
つ
の
町
が

合
併
す
れ
ば
足
し
算
で
予
算
規
模
が

大
き
く
な
る
の
は
当
た
り
前
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、

福
祉
や
ご
み
処
理
、
地
域
産
業
の
振

興
等
で
採
算
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
は

切
り
捨
て
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
新
幹

線
が
通
っ
た
と
し
て
も
各
駅
停
車
の

列
車
の
本
数
が
減
ら
さ
れ
る
か
、
廃

止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｂ
『
合
併
特
例
債
』

特
例
債
と
い
う
の
は
、
こ
れ
だ
け

財
政
赤
字
に
な
っ
て
い
る
の
に
建
物

や
道
路
を
作
る
の
に
更
に
借
金
を
認

め
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

建
設
業
者
に
出
せ
る
仕
事
が
な
い

か
ら
合
併
特
例
債
目
当
て
で
大
き
な

市
や
町
と
合
併
し
た
ら
、
大
き
な
業

者
が
仕
事
を
引
き
受
け
て
地
元
の
業

者
の
人
達
は
下
請
け
に
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
後
は
町
村
に
借
金
が
残
る
だ
け

で
す
。

Ｃ
『
合
併
に
よ
る
交
付
税
の
保
証
』

合
併
を
す
る
と
、
合
併
し
な
か
っ

た
と
こ
ろ
よ
り
も
、
交
付
税
を
減
ら

す
額
を
少
な
く
す
る
。
こ
れ
は
合
併

し
な
か
っ
た
町
村
の
交
付
税
の
減
額

分
を
合
併
し
た
町
村
に
回
す
と
い
う

も
の
で
す
。

同
じ
日
本
国
民
で
あ
る
の
に
、

「
合
併
し
よ
う
が
、
し
ま
い
が
自
由

に
判
断
し
て
下
さ
い
。
押
し
つ
け
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て

お
き
な
が
ら
、
合
併
を
し
な
か
っ
た

か
ら
、
他
の
み
せ
し
め
の
た
め
に
、

懲
ら
し
め
の
た
め
に
交
付
税
を
削
っ

て
や
る
。そ
ん
な
事
が
で
き
ま
す
か
。

合
併
し
よ
う
が
、
し
ま
い
が
財
政
問

題
は
解
決
し
な
い
の
で
す
。

今
旭
川
市
の
地
図
は
、
ち
ょ
う
ど

鹿
児
島
湾
み
た
い
に
引
っ
込
ん
で
い

ま
す
ね
。
引
っ
込
ん
で
い
る
部
分
は

鷹
栖
町
で
す
よ
。
戦
後
間
も
な
く
合

併
の
話
が
あ
っ
た
と
き
に
鷹
栖
町
は

合
併
し
な
か
っ
た
。
し
な
か
っ
た
か

ら
全
国
に
有
名
な
町
に
な
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
つ
ま
り
、
そ
れ

は
自
分
達
の
町
を
よ
く
し
て
い
こ
う

と
考
え
る
議
会
、
考
え
る
役
場
、
自

治
の
砦
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

合
併
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を

放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
の

命
令
に
従
っ
て
お
け
ば
、
悪
い
事
は

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
、
全
員

で
国
に
よ
り
す
が
っ
て
い
る
と
い
う

だ
け
で
す
よ
。

自
分
達
の
町
を
自
分
達
で
何
と
か

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の

が
、
地
方
分
権
で
す
。
国
の
命
令
ど

お
り
に
行
政
を
行
う
の
で
は
な
く
、

自
分
達
の
地
域
は
、
自
分
達
で
作
っ

て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
に
世
の
中
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
し

て
も
み
ん
な
そ
う
で
す
。
全
国
的
な

基
盤
整
備
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
っ

て
、
学
校
や
道
路
を
作
っ
た
り
す
る

こ
と
が
、
あ
る
程
度
ま
で
進
ん
で
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
よ
う
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

問
題
で
あ
る
と
か
、
少
子
高
齢
化
の

問
題
で
あ
る
と
か
、
就
職
先
が
無
く

な
っ
て
い
く
な
ど
の
問
題
が
起
き
て

き
ま
し
た
。

地
域
の
問
題
は
、
自
分
達
の
町
に

あ
っ
た
や
り
方
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
全
国
画
一
の
法

律
や
、
政
策
手
段
で
は
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
こ
と
が
、
先
進
工
業
国

の
地
方
分
権
の
流
れ
な
の
で
す
。

町
を
良
く
し
て
い
く
能
力
「
政
策

能
力
」
と
言
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
が

あ
る
か
な
い
か
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
は
う
ん
と
差
が
開
い
て
い
き
ま
す
。

自
治
体
間
に
格
差
が
出
る
時
代
な
の

で
す
。
公
共
課
題
が
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
な
も
の
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で

す
。「
政
策
能
力
」
が
あ
る
か
な
い
か

に
よ
っ
て
、「
あ
っ
ち
の
町
は
、
良

く
な
っ
た
ね
ぇ
」
と
い
う
の
と
「
こ

っ
ち
の
町
は
、
ど
う
し
た
の
？
こ
の

さ
び
れ
よ
う
は
」
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

自
分
達
の
町
は
自
分
達
自
身
で
守

っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
長
ら
く
お
役
所
任
せ
で
あ
っ

た
か
ら
、
自
分
達
で
考
え
よ
う
っ
た

っ
て
、
考
え
ら
れ
な
い
。
何
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
て
、
考
え
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

役
場
の
人
と
住
民
と
が
一
緒
に
な

っ
て
、
勉
強
会
を
や
っ
て
、
そ
の
上

で
お
互
い
に
旅
費
も
自
分
で
出
し

て
、
視
察
に
行
っ
て
く
る
。
議
員
さ

ん
も
、
従
来
の
よ
う
な
、
や
や
観
光

地
巡
り
の
視
察
、
な
ん
て
こ
と
の
時

代
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
賢
明
に
努

力
を
し
て
、
い
い
町
づ
く
り
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
て
く
る
事
が
必
要

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

探
る
事
も
で
き
ま
す
ね
。

幕
別
町
の
重
要
な
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
何
と
何
と
何

だ
と
い
う
こ
と
を
、
町
の
人
が
絶
え

ず
考
え
出
す
。
こ
れ
が
町
づ
く
り
の

計
画
、
す
な
わ
ち
総
合
計
画
で
す
。

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
役
場
と

住
民
と
の
信
頼
関
係
の
確
立
が
大
事

で
す
。町
役
場
が
事
務
局
に
な
っ
て
、

行
政
に
頼
む
よ
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
町
の
問
題
を
町
の
人
が
考
え

る
。
こ
の
こ
と
は
小
規
模
自
治
体
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
有
利
な
ん
で
す

ね
。情

報
公
開
と
か
情
報
共
有
と
か
い

っ
た
っ
て
、
合
併
し
て
広
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
始
め
て
く
る
と

そ
の
た
め
に
は
合
併
し
た
方
が
い
い

と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
合
併
す
れ
ば

い
い
の
で
す
。

多
く
の
公
務
員
は
、
い
わ
れ
た
仕

事
だ
け
を
し
て
次
の
人
事
異
動
ば
か

り
気
に
し
て
い
ま
す
、
道
庁
な
ん
て

課
長
ク
ラ
ス
は
約
２
年
で
異
動
し
ま

す
。
だ
か
ら
仕
事
が
二
の
次
、
三
の

次
で
、
人
事
、
人
事
で
す
よ
。
だ
か

ら
こ
こ
（
頭
を
ゆ
び
さ
し
な
が
ら
）

の
所
を
叩
い
た
ら
「
こ
〜
む
い
〜
ん

♪
」
っ
て
音
が
す
る
ん
で
す
。
そ
れ

じ
ゃ
困
り
ま
す
。

合
併
で
広
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
、

新
し
い
町
の
名
前
を
ど
う
す
る
か
、

手
数
料
の
違
い
を
ど
う
す
る
か
、
条

例
の
違
い
を
ど
う
す
る
か
。
莫
大
な

お
金
を
ま
た
出
し
て
、
何
と
か
町
と

か
新
し
い
名
前
の
町
名
の
封
筒
を
印

刷
し
た
り
。
合
併
し
た
っ
て
今
ま
で

の
役
場
の
紙
を
使
え
ば
い
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
公
務
員
は
そ
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
暇
は
な
い
の
で
す
。

私
は
合
併
を
闇
雲
に
反
対
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
を

や
る
と
こ
ろ
は
や
れ
ば
い
い
ん
で
す

よ
。
自
分
達
の
判
断
で
ね
。
つ
ま
り
、

自
分
達
の
町
の
運
命
を
、
自
分
達
で

決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
考
え
な
い
人
は
こ
う
言
う

の
で
す
。「
交
通
機
関
が
発
達
し
て
、

昔
の
馬
そ
り
の
時
代
か
ら
、
車
社
会

に
な
っ
て
、
高
速
道
路
も
あ
る
。
情

報
化
時
代
で
も
あ
り
生
活
圏
も
広
が

っ
た
の
だ
か
ら
、
昔
の
よ
う
な
町
村

の
範
囲
で
や
る
な
ん
て
お
か
し
い
ん

だ
」
と
、
だ
け
ど
香
川
県
と
同
じ
よ

う
な
大
き
さ
が
、
足
寄
と
か
別
海
と

か
あ
る
ん
で
し
ょ
う
。（
あ
り
ま
す

よ
ね
）

今
は
自
分
達
の
未
来
を
、
地
域
社

会
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
、
重

大
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
が
財
政
が
破
綻
し
て
い

る
も
の
だ
か
ら
、
合
併
が
か
ぶ
さ
っ

て
来
て
、
巡
り
合
わ
せ
が
こ
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
町
村
が
自
分
達
の
町

を
い
い
町
に
す
る
と
い
う
実
績
が
で

き
て
き
て
、そ
の
上
で
合
併
を
す
る
。

そ
れ
こ
そ
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

前
回
は
市
町
村
合
併
論
の
で
て
き
た
背
景
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
市
町
村
合
併
を
し
な
い
で
町
が
単
独
で
生
き
残
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
町
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
北
海
学
園
大
学
教
授
の
森
　
啓
さ
ん
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

『
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
』
に

つ
い
て
よ
く
考
え
て
み
よ
う

何
故
、
合
併
問
題
は

起
き
た
の
か

何
故
、
鷹
栖
町
は

合
併
し
な
か
っ
た
か

世
界
の
流
れ
は
地
方
分
権

『
政
策
能
力
の
差
』
が

地
域
格
差
を
決
定
す
る

自
分
た
ち
の
町
が
生
き
残
る

た
め
に
は
勉
強
が
必
要

住
民
と
役
場
の
信
頼
関
係

の
確
立
が
必
要

こ
れ
か
ら
の
公
務
員
の

あ
る
べ
き
姿
は

自
分
達
の
町
の
将
来
は

自
分
達
の
手
で

講師 森
もり

啓
けい

氏

1935年　徳島県生まれ。
中央大学法学部法律学科
卒。神奈川県庁勤務後、
北海道大学教授を経て現
任。専門は自治体政策論。

将来にわたって�
必要と思わない�
52.4％�

いずれ必要必要�
34.3％�

行政行政サービスの�
見直見直し　22.5％�

経常経費経常経費の�
抑制　抑制　20.9％�

公共施設料金公共施設料金の�
見直見直し　13.3％�

自主財源主財源の�
確保　確保　10.2％�

税金等税金等の徴収率徴収率の�
アップ　9.6％�

合併合併の必要性必要性、�
不必要性不必要性、メリット、�
デメリットについての�
情報提供　情報提供　30.6％�

合併合併についての�
勉強会勉強会の実施　実施　28.6％�

合併合併に関する制度制度、�
合併合併の実例等実例等に�
関する情報提供情報提供�
24.1％�

周辺市町村周辺市町村の�
状況状況15.5％�

将来にわたって�
必要と思わない�
52.4％�

いずれ必要�
34.3％�

わからない�
8.6％�

今すぐ必要で�
ある　2.8％�

無回答　1.9％�

行政サービスの�
見直し　22.5％�

経常経費の�
抑制　20.9％�

職員能力の�
アップ　20.5％�
職員能力の�
アップ　20.5％�

公共施設料金の�
見直し　13.3％�

自主財源の�
確保　10.2％�

税金等の徴収率の�
アップ　9.6％�

その他　3％�

市町村合併の必要性�

単独で生きるためには�

これから市町村に何を求めたいか�

合併の必要性、�
不必要性、メリット、�
デメリットについての�
情報提供　30.6％�

合併についての�
勉強会の実施　28.6％�

合併に関する制度、�
合併の実例等に�
関する情報提供�
24.1％�

周辺市町村の�
状況15.5％�

その他　1.2％�

当日会場で行ったアンケートの結果�

ま
ち
の
将
来
像
を
探
る
講
演
会
　
第
２
回�

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併�
市
町
村
合
併

市
町
村
合
併�
市
町
村
合
併�
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自
然
と
調
和
し
た
斜
張
橋

札
内
川
を
ま
た
ぎ
、
幕
別
町
依
田

と
帯
広
市
東
５
条
南
26
丁
目
を
結
ぶ

こ
の
橋
は
、
平
成
５
年
に
道
道
幕
別

帯
広
芽
室
線
の
一
部
と
し
て
事
業
着

手
さ
れ
、
完
成
に
は
８
年
の
年
月
と

約
95
億
円
の
事
業
費
が
投
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。
橋
長
は
４
７
７
ｍ
、
４
車
線

で
十
勝
で
は
「
十
勝
中
央
大
橋
」、

「
十
勝
大
橋
」
に
続
く
３
番
目
の
斜

張
橋
と
な
り
ま
す
。

色
彩
は
札
内
川
に
群
生
し
て
い
る

ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
の
イ
メ
ー
ジ
を
取

り
込
み
、
主
塔
は
美
し
い
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

主
桁
は
日
本
一
の
清
流
「
札
内
川
」

を
思
わ
せ
る
透
明
感
の
あ
る
美
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

橋
名
は
一
般
公
募
に
よ
る
多
く
の

ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
、
日
本
一
の

「
清
流
」
と
そ
こ
に
群
生
す
る
ケ
シ

ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
の
「
柳
」
を
表
現
し
た

「
札
内
清
柳
大
橋
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

３
月
23
日
、
待
望
の
札
内
清
柳
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。
新
た
な
幹
線
道
路
と
し
て
大
き
な

期
待
が
よ
せ
ら
れ
る
こ
の
橋
の
供
用
開
始
を
祝
い
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

AM10:05 橋の中央で帯広市側の親子３
世代の家族と友情の握手をしました

新
た
な
交
流
の
架
け
橋�

架
橋
は
長
年
の
願
い

国
道
38
号
線
に
架
か
る「
札
内
橋
」

は
、
古
く
か
ら
帯
広
市
と
幕
別
町
を

直
接
結
ぶ
唯
一
の
橋
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
車
社
会
の
到
来
や
札
内

地
区
の
人
口
増
加
に
よ
る
帯
広
市
へ

の
通
勤
者
の
増
加
な
ど
が
相
ま
っ

て
、「
札
内
橋
」
は
、
朝
夕
の
交
通

渋
滞
が
慢
性
化
し
て
お
り
、
札
内
清

柳
大
橋
の
開
通
は
、
わ
た
し
た
ち
の

念
願
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

仮
称
・
第
２
札
内
橋
と
し
て
実
現

が
望
ま
れ
て
き
た
こ
の
橋
の
建
設
運

動
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
43
年
。
こ

の
年
に
「
第
２
札
内
橋
架
橋
促
進
期

成
会
」
が
設
立
さ
れ
、
架
橋
実
現
の

た
め
の
陳
情
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
56
年
に
「
第
２

札
内
橋
架
橋
促
進
幕
別
町
期
成
会
」

が
新
た
に
結
成
さ
れ
、
建
設
に
向
け

て
の
活
動
が
再
開
さ
れ
、
架
橋
の
動

き
が
一
気
に
加
速
し
ま
し
た
。

大
き
な
期
待
が
か
か
る
橋

こ
の
橋
の
完
成
に
よ
り
、
都
市
計

画
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
業
を
始

め
と
す
る
産
業
や
経
済
、
文
化
の
進

展
に
及
ぼ
す
効
果
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
帯
広
市
と

の
交
流
促
進
が
一
挙
に
進
む
も
の
と

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

AM10:01 依田に住む加納さんのご家族
３世代を先頭に渡り初めをしました

AM10:00 幕別町側は14人の方々により
テープカット！

AM10:42 札内中学校吹奏楽部の演奏で
閉会しました

AM10:37 平和と安全を祈って、子ども
達がハト風船を大空へ！

AM10:27 札内中学校の生徒会長中嶋く
んが帯広市との友情を誓いました

AM9:30 西和公区婦人部のみなさんが甘
酒のサービスを手伝ってくれました

AM10:25 札内南小の横山くん斉藤さん
らが、交通安全を宣言しました

AM9:30 受付開始。約500人の方がお祝
いに駆けつけました

AM10:12 岡田町長が開通の喜びを込め、
あいさつをしました

開
通
式
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

曇
天
で
し
た
が
お
だ
や
か
だ
っ
た
開
通
の
日
、

式
典
の
様
子
を
追
っ
て
み
ま
し
た



13 12

（
敬
称
略
）

▽
柴
田
雄
一
郎
（
新
北
町
）

▽
札
内
マ
マ
▽
幕
別
町
剣
道
連
盟
女

子
チ
ー
ム

▽
山
本
和
弘
（
北
町
）
▽
a
橋
慶

（
緑
町
）
▽
山
本
幸
平
（
北
町
）

▽
幕
別
中
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

▽
札
内
中
学
校
テ
ニ
ス
部
▽
札
内
東

中
学
校
柔
道
チ
ー
ム
▽
札
内
東
中
学

校
剣
道
チ
ー
ム
▽
少
林
寺
拳
法
幕
別

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▽
白
人
野
球
少
年

団
▽
幕
別
Ｔ
Ｔ
Ｃ
▽
幕
別
野
球
少
年

団▽
村
井
秀
行
（
札
内
中
３
年
）
▽
今

野
陽
太
（
札
内
東
中
３
年
）
▽
a

山
初
子
（
札
内
東
中
３
年
）
▽
若
山

有
香
（
札
内
中
３
年
）
▽
島
尻
佳
輔

（
札
内
中
３
年
）
▽
渡
辺
え
り
か

（
幕
別
中
２
年
）
▽
岸
上
珠
紀
（
札

内
中
２
年
）
▽
a
橋
司
（
幕
別
中

２
年
）
▽
若
狹
谷
麻
衣
（
幕
別
中
２

年
）
▽
太
田
亜
樹
（
札
内
中
２
年
）

▽
林
佐
江
子
（
幕
別
中
２
年
）
▽
三

浦
あ
お
い
（
白
人
小
６
年
）
▽
鈴
木

香
奈
美
（
幕
別
小
６
年
）
▽
五
十
嵐

友
（
幕
別
小
６
年
）
▽
久
保
泰
輝

（
幕
別
小
６
年
）
▽
小
西
康
道
（
幕

別
小
５
年
）
▽
林
和
輝
（
白
人
小
５

年
）
▽
熊
田
幸
祐
（
幕
別
小
４
年
）

▽
齋
藤
鈴
子
（
幕
別
小
４
年
）
▽
佐

藤
優
（
札
内
南
小
４
年
）
▽
門
奈
津

実
（
白
人
小
４
年
）
▽
上
村
雄
平

（
札
内
北
小
３
年
）
▽
a

木
菜
那

（
札
内
北
小
３
年
）
▽
久
住
昭
博

（
幕
別
小
３
年
）
▽
佐
藤
康
平
（
幕

別
小
２
年
）
▽
三
輪
準
也
（
札
内
北

小
２
年
）
▽
金
川
あ
ず
さ
（
札
内
北

小
２
年
）
▽
岡
田
拳
太
朗
（
白
人
小

２
年
）
▽
a
木
美
帆
（
札
内
北
小

１
年
）
▽
土
肥
達
也
（
札
内
北
小
１

年
）
▽
松
田
知
記
（
幕
別
小
１
年
）

▽
山
田
稔
雄
（
札
内
中
）
▽
板
垣
竣

介
（
幕
別
中
）
▽
坂
口
俊
人
（
札
内

東
中
）
▽
内
田
得
裕
（
幕
別
中
）
▽

塩
田
直
之
（
札
内
中
）
▽
山
崎
真

（
古
舞
小
）
▽
川
倉
綾
子
（
幕
別
小
）

▽
廣
田
健
一
（
札
内
南
小
）
▽
笠
島

美
穂
（
札
内
南
小
）
▽
長
尾
武
司

（
札
内
南
小
）

▽
幕
別
町
札
内
菊
花
同
好
会

▽
久
保
敏
晴
（
緑
町
）
▽
野
々
村
春

雄
（
新
北
町
）
▽
保
格
君
子
（
青
葉

町
）
▽
毛
利
一
枝
（
緑
町
）

▽
札
内
中
学
校
吹
奏
楽
部

▽
平
譯
友
喜
（
幕
別
中
３
年
）
▽
中

野
い
づ
み
（
札
内
東
中
３
年
）
▽
青

田
恵
実
（
幕
別
中
２
年
）
▽
中
川
裕

紀
奈
（
札
内
東
中
２
年
）
▽
類
家
明

日
香
（
札
内
東
中
１
年
）
▽
阿
部
み

ず
穂
（
札
内
中
１
年
）
▽
a
橋
弘

光
（
幕
別
小
６
年
）
▽
新
居
美
里

（
白
人
小
６
年
）
▽
酒
森
美
歌
（
白

人
小
６
年
）
▽
松
橋
勇
太
（
古
舞
小

５
年
）
▽
小
森
絵
理
香
（
白
人
小
５

年
）
▽
野
村
友
祐
（
白
人
小
４
年
）

▽
佐
藤
祐
樹
（
白
人
小
４
年
）
▽
山

口
舞
（
幕
別
小
３
年
）
▽
松
田
彩
花

（
明
倫
小
２
年
）
▽
小
川
佳
奈
子

（
幕
別
小
１
年
）
▽
近
藤
葉
留
奈

（
札
内
北
小
１
年
）
▽
徳
岡
未
来

（
札
内
北
小
１
年
）

▽
高
久
幹
也
（
札
内
中
）
▽
加
藤
幸

子
（
幕
別
中
）

▽
札
内
中
学
校
吹
奏
楽
部

[

交
通
安
全
・
マ
ナ
ー
・
事
故
防
止

の
部]

▽
米
澤
沙
耶
花
（
幕
別
中
３
年
）

「
待
っ
て
る
よ
　
あ
な
た
の
元
気
な

た
だ
い
ま
を
」

▽
佐
久
間
愛
（
明
倫
小
６
年
）

「
な
に
げ
な
い
　
自
分
の
不
注
意

事
故
の
も
と
」

[

あ
い
さ
つ
運
動
の
部]

▽
保
志
明
菜
（
幕
別
高
３
年
）

「
あ
い
さ
つ
を
　
交
わ
せ
ば
ほ
ら
ね

皆
笑
顔
」

▽
堂
前
彩
花
（
幕
別
小
５
年
）

「
あ
い
さ
つ
は
　
仲
間
が
増
え
る

合
い
言
葉
」

[

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部]

▽
若
山
勇
太
（
札
内
東
中
２
年
）

「
人
の
輪
が
　
心
を
結
ぶ
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」

▽
進
藤
里
香
（
幕
別
小
５
年
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
み
ん
な
の
勇
気

大
切
に
」

[

交
通
安
全
・
マ
ナ
ー
・
事
故
防
止

の
部]

▽
石
山
幸
寛
（
札
内
南
小
６
年
）
▽

山
崎
隆
平
（
札
内
北
小
５
年
）
▽
高

畠
知
穂
（
幕
別
中
１
年
）
▽
秋
葉
恵

理
（
幕
別
高
３
年
）

[

あ
い
さ
つ
運
動
の
部]

▽
乾
加
奈
（
札
内
北
小
６
年
）
▽
椛

本
百
恵
（
幕
別
小
６
年
）
▽
寺
林
真

奈
美
（
糠
内
中
２
年
）
▽
阿
部
み
ず

穂
（
札
内
中
１
年
）

[

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
部]

▽
中
村
航
平
（
途
別
小
６
年
）
▽
水

上
恵
太
（
札
内
北
小
６
年
）
▽
佐
藤

愛
梨
（
幕
別
中
１
年
）
▽
二
口
益
博

（
幕
別
高
３
年
）

平
成
平
成
13
年
度
年
度�

幕
別
町
文
化

幕
別
町
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰�

　
善
行
賞

　
善
行
賞
・
標
語
最
優
秀
賞
の
表
彰

標
語
最
優
秀
賞
の
表
彰�

平
成
13
年
度�

幕
別
町
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰�

　
善
行
賞
・
標
語
最
優
秀
賞
の
表
彰�

ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
感
謝
状

文
化
奨
励
賞
（
団
体
）

文
化
奨
励
賞
（
個
人
）

少
年
文
化
奨
励
賞
（
団
体
）

少
年
文
化
奨
励
賞
（
個
人
）

文
化
表
彰
感
謝
状

善
行
賞

標
語
最
優
秀
賞

標
語
優
秀
賞
（
学
校
伝
達
）

百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
、
3
月
21
日
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の

分
野
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

�

今
回
の
指
定
は
、
平
成
８
年
に
設

置
さ
れ
た
町
文
化
財
審
議
委
員
会

（
箕
島
茂
委
員
長
）
が
、
町
内
に
あ

る
貴
重
な
文
化
財
を
調
査
・
審
議
し

た
結
果
を
受
け
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
は
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
、
町
文

化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
大
切
に

保
管
、
そ
し
て
伝
承
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

文
化
財
の
定
義

町
は
文
化
財
保
護
条
例
の
中
で
指

定
す
べ
き
文
化
財
を
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
ま
す
。

無
形
文
化
財

演
劇
、
音
楽
、
そ
の
他
の
無
形
の

文
化
的
所
産
で
歴
史
上
ま
た
は
芸
術

上
価
値
の
高
い
も
の
。

民
俗
文
化
財

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行

事
等
に
関
す
る
風
俗
習
慣
、
民
俗
芸

能
お
よ
び
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
衣

服
、
器
具
、
家
屋
、
そ
の
他
の
物
件

で
生
活
の
推
移
を
理
解
す
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。

こ
の
他
に
、
有
形
文
化
財
、
記
念

物
を
定
義
し
て
い
ま
す
。

今年２月に答申書が沢田教育
長に渡されましたアイヌの楽器ムックリは、もともと儀式等の余

興として即興的に演じられてきたもので、特に決
まった形の旋律があるわけではないですが、動物
の鳴き声や自然の音などを表現するものとして伝
承されてきています。

安東さんは、民族の伝統的な表現や音色を出す
北海道で数少ない伝承者です。

昭和58年には、ムックリ・ウポポなどアイヌ文
化の伝承活動に対し、町から文化奨励賞を、平成
12年にはアイヌ文化振興・研究推進機構のアイヌ
文化奨励賞、十勝文化団体協議会文化賞を受賞さ
れています。

無形文化財

安東ウメ子さん
～ムックリ奏者～

町内の千住にある蝦夷
え ぞ

文化考古館には、白人コ
タンのアイヌの指導者であった故吉田菊太郎さんが、
昭和15年に北海道アイヌ文化保存協会（会長）を
組織して以来、先祖の残した文化財が散逸するの
を恐れ、蒐集

しゅうしゅう

してきた貴重品が収蔵されています。
館内には、刀・矢・矢筒・弓・盃・酒桶・着物

などの生活用品や、宝物類・写真・書類などが陳
列されていて、その数は図書類152点、文書類273
点、文化財295点の計720点です。

民俗文化財
幕別町蝦夷

え ぞ

文化考古館収蔵品 明治37年「糠内神社」の前身である「五位神社」
の建立にあたり、御神霊の奉迎と慰労を目的に獅
子舞が奉納されました。

獅子舞は富山県から伝わったもので、娯楽が乏
しかった入植時は盛大であったようです。

剣・鎖鎌・なぎなたなどの武具で大獅子に立ち
向かう郷土色豊かな奉納舞は、テレビで全国に紹
介されたこともあります。

現在の獅子舞は、糠内獅子舞保存会が受け継い
で行っています。

民俗文化財
糠内獅子舞

今年の２月、町で初めての指定文化財にムックリ奏者の安東ウメ子さん（無形文化財）、

町蝦夷
え ぞ

文化考古館の収蔵品（民俗文化財）、糠内獅子舞（民俗文化財）を指定しました

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）



電
子
掲
示
板
を
設
置

皆
さ
ん
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

電
子
掲
示
板
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設

置
し
ま
す
。

掲
示
板
を
通
し
て
町
に
い
た
だ
い

た
質
問
や
ご
意
見
に
は
、
掲
示
板
を

通
し
て
お
答
え
致
し
ま
す
。

双
方
向
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

ご
利
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

開
設
の
目
的

町
の
情
報
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
手

段
と
し
て
、
広
報
紙
や
町
勢
要
覧
の

作
成
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
し
て
新
し
い
情
報
発
信
に
取
り

組
み
ま
す
。

多
く
の
人
に
幕
別
を
紹
介

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
幕
別
町

の
す
ば
ら
し
さ
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
多
く
の
人
に
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。情

報
の
森
と
し
て
活
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
電
子
化
さ
れ

た
情
報
を
い
く
ら
で
も
お
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

幕
別
町
に
関
す
る
情
報
の
森（
宝
庫
）

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
各
種
の
統
計
情
報
や
広
報
紙
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、
町
の
条
例
例
規

集
の
デ
ー
タ
提
供
を
行
い
ま
す
。

町
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
一

般
町
民
向
け
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開

催
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
や

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方
な
ど
を
講
習

し
て
い
ま
す
。

本
年
２
月
か
ら
は
町
内
全
域
で
定

額
に
よ
る
常
時
接
続
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
た
の
で
、
通
信
料
を
気
に
し

な
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

幕
別
町
で
は
、
従
来
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
情
報
を
入
手
し

た
り
、
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
町
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
び
新
し
い
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
た
め
４
月
１
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
運
用
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界

中
の
最
新
の
情
報
を
手
に
入
れ
た

り
、
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
離
れ
た

場
所
に
い
る
人
に
瞬
時
に
連
絡
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。個

人
で
も
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
世
界
中
に

情
報
を
発
信
す
る

こ
と
が
出
来
ま

す
。急

速
に
普
及

は
じ
め
は
大
学

や
研
究
機
関
な
ど

の
限
ら
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
し
か

つ
な
が
っ
て
い
な

か
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
す
が
、

最
近
は
パ
ソ
コ
ン

や
接
続
費
用
の
低

価
格
化
が
す
す

み
、
急
速
に
普
及

率
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

1415

～平成14年度の介護保険料について～

お問い合わせは：保健福祉センター介護保険係まで（10155－54－3811）

こんにちは。４月から私たちの介護保険料は
どのように変わるのかしら？
４月で介護保険制度も３年目を迎えます。今

回は、平成14年度の幕別町の介護保険料につ

いてご説明いたしましょう。

平成12年４月に施行された介護保険の保険料

は、既に65歳になられ、第１号被保険者の介護保

険料を納付いただいている方はご存知の方も多い

と思いますが、国の特別対策により、平成12年10

月までは全額、平成12年10月から平成13年９月ま

では半額が軽減されていました。平成13年10月以

降は本来の介護保険料額となっています。幕別町

の基準額は「3,033円」ですので、第３段階の方は

3,033円×12ヶ月で36,300円が介護保険料の年額

となります。（100円未満切捨て）

第１号被保険者(65歳以上の方)の介護保険料は、

年金からの特別徴収と窓口で納付いただく普通徴

収があり、８割以上の方は特別徴収により納付い

ただいております。該当年度に65歳になられた方

や、特別徴収できない種別の年金(障害年金や遺族

年金)を受給されている方は普通徴収となります。

幕別町では、６月に介護保険料の賦課を行って

おり、普通徴収の方は、６月・８月・10月・12月

の年間４回の納期に分けて納付いただいていま

す。

６月の中旬までには、被保険者個人あてに、算

定方法や納期別の保険料額などをお知らせする

「介護保険料の納入通知書」と「納付書」を郵送

いたします。また、口座振替ご希望の方のために、

口座振替依頼書を同封いたしますので、必要事項

を記入して金融機関へ提出して下さい。平成14年

度の普通徴収の方の、納期別の介護保険料額は表

２のとおりです。

また、既に現在65歳以上の方で、年金からの特

別徴収により納付いただいている方は、介護保険

料の賦課が６月のため、年額が確定していないこ

とから、４月・６月・８月の上半期は、２月に納

付いただいた額を期割額として徴収させていただ

きます(仮徴収といいます)。この仮徴収で納付い

ただいた保険料は、後に確定した年額の保険料額

から差し引き、10月以降の年金からは残額を納付

いただくことになります。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
っ
て
何

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
界
中
の
た

く
さ
ん
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
接
続

さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
そ
こ

段階

１段階

２段階

３段階

４段階

５段階

※備考

H14年額

18,100

27,200

36,300

45,400

54,500

本来の額

H13年額

13,600

20,400

27,200

34,100

40,900

本来×3/4

H12年額

4,500

6,800

9,000

11,300

13,600

本来×1/4

【表１】

http://www.makubetsu.jp

幕
別
町
で
は
４
月
１
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
普
及
率
が
増
大
し
新
し
い
通
信
手
段
と
し
て
発
達
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
た
め
昨
年
か
ら
準
備
を
す
す
め
て
き
た
も
の
で
す

段階

１段階

２段階

３段階

４段階

５段階

年額

18,100

27,200

36,300

45,400

54,500

１期

4,600

6,800

9,300

11,500

13,700

２期

4,500

6,800

9,000

11,300

13,600

３期

4,500

6,800

9,000

11,300

13,600

４期

4,500

6,800

9,000

11,300

13,600

【表２】

平成13年度の介護保険料が第３段階の方は、平成14年２月
の納付額が「6,000円」でしたので、

となります。平成14年度の第３段階の介護保険料年額は
「36,300円」ですので「36,300円－18,000円＝18,300円」
となり、これを10月以降の３回で割り返した「6,100円」
が10月・12月・２月の１回分の納付額になります。

月

保険料

H14年８月

6,000円

H14年６月

6,000円

H14年４月

6,000円

【具体例】
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桂
町
第
２
公
区
で
は
３
月
17
日

桂
町
に
あ
る
顕
勝
寺
を
会
場
に
雅

楽
に
親
し
む
会
を
開
催
し
た
。

卒
業
す
る
６
年
生
の
お
別
れ
会

の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、

子
供
会
会
員
の
ほ
か
に
公
区
の
会

員
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
約
60

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

演
奏
し
た
の
は
西
別
院
雅
楽
会

の
み
な
さ
ん
で
全
員
お
坊
さ
ん
で

す
。
顕
勝
寺
の
住
職
の
芳
滝
さ
ん

が
楽
器
の
構
造
や
由
来
を
説
明
し

な
が
ら
、
お
な
じ
み
の
越
殿
楽

（
え
て
ん
ら
く
）
な
ど
３
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
古
式
ゆ
か
し
い
音
色

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

雅楽演奏に親しむ
桂町第２公区子供会

3
17

しらかば卒業式挙行

公区・サークルの活動�
などを企画室に連絡く�
ださい�

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
愛
ま
つ
り

２
０
０
２
（
幕
別
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
が
２
月

28
日
、
町
百
年
記
念
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
高
齢
者
の
文
化
活
動

を
紹
介
す
る
目
的
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
、
各
地
区
老

人
会
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
出
し
合
い
交
流
し
ま
し

た
。当

日
は
参
加
者
全
員
で

「
背
く
ら
べ
」「
青
い
山
脈
」

を
合
唱
し
た
あ
と
、
42
組
が

歌
謡
や
踊
り
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。

平
成
13
年
度
し
ら
か
ば
大
学
卒

業
式
・
終
了
式
を
３
月
８
日
、
町

民
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
卒
業
さ
れ
た
の
は
15
人

で
一
人
一
人
卒
業
証
書
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

し
ら
か
ば
大
学
は
４
年
の
過
程

を
終
了
し
た
あ
と
も
、
大
学
院
の

課
程
に
進
級
し
学
び
つ
づ
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
今
年
度
の
大
学

院
終
了
生
は
１
０
２
人
で
最
高
学

年
は
大
学
院
21
年
生
に
到
達
す
る

方
も
お
り
、
こ
の
日
は
西
川
フ
デ

さ
ん
（
大
学
院
19
年
終
了
）
ほ
か

２
名
が
代
表
し
て
修
了
証
書
を
受

領
し
ま
し
た
。

2
28

シルバーふれ愛まつり
日頃の練習の成果を発表

熱唱！熱演！風間杜夫ひとり芝居
「カラオケマン」

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ス
チ
ュ
ワ
ー

デ
ス
物
語
」
な
ど
で
お
な
じ
み
の

俳
優
、
風
間
杜
夫
さ
ん
の
ひ
と
り

芝
居
「
カ
ラ
オ
ケ
マ
ン
」（
ま
く

べ
つ
町
民
芸
術
劇
場
主
催
）
が
３

月
18
日
、
町
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

風
間
さ
ん
は
、
自
分
の
人
生
を

後
悔
し
な
が
ら
も
、
カ
ラ
オ
ケ
と

と
も
に
現
代
社
会
を
し
た
た
か
に

生
き
る
、
団
塊
世
代
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
コ
ミ
カ
ル
に
、
時
に
は
切

な
く
演
じ
て
み
せ
ま
し
た
。

劇
中
、
こ
の
芝
居
の
タ
イ
ト
ル

ど
お
り
、
三
波
春
夫
さ
ん
の
曲
な

ど
十
数
曲
を
熱
唱
す
る
な
ど
、
パ

ワ
フ
ル
な
演
技
で
、
４
２
０
人
の

観
客
を
ひ
と
り
芝
居
の
世
界
に
引

き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

3
18

3
8

「ドラエもん」の声も聞けました
大山のぶ代さん講演会

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ「
ド
ラ
エ
も
ん
」

の
声
で
お
な
じ
み
の
大
山
の
ぶ
代

さ
ん
の
講
演
会
「
お
も
し
ろ
人
生

あ
れ
こ
れ
」（
町
教
育
委
員
会
主

催
）
を
３
月
４
日
、
町
百
年
記
念

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

大
山
さ
ん
は
、
５
７
０
人
の
聴

衆
に
、
大
家
族
の
中
で
育
っ
た
少

女
時
代
の
こ
と
や
戦
争
体
験
、
昨

年
克
服
し
た
大
腸
が
ん
の
話
な
ど

自
ら
の
体
験
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
山
さ
ん
は
「
先
人
達

の
足
跡
を
未
来
へ
の
糧
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
生
き
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

3
4

町
の
無
形
文
化
財
、
安
東
ウ
メ

子
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
「
シ
リ
ピ
リ
カ
」

の
完
成
を
記
念
し
た
公
演
「
〜
ア

イ
ヌ
民
族
心
の
響
き
〜
ム
ッ
ク
リ

と
ウ
ポ
ポ
の
夕
べ
」
を
３
月
22
日
、

町
百
年
記
念
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し

た
。今

回
の
公
演
は
２
部
構
成
で
、

第
１
部
は
永
年
に
わ
た
り
ア
イ
ヌ

文
化
を
研
究
さ
れ
て
い
る
途
別
小

学
校
校
長
の
小
助
川
勝
義
さ
ん
が
、

自
身
が
考
案
し
た
ム
ッ
ク
リ
の

「
楽
譜
」
に
つ
い
て
の
話
な
ど
を
さ

れ
、
第
２
部
で
は
、
安
東
さ
ん
と

帯
広
カ
ム
イ
ト
ウ
ウ
ポ
ポ
保
存
会

の
皆
さ
ん
が
ム
ッ
ク
リ
と
ウ
ポ
ポ

を
実
演
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
の
観
客

は
、
そ
の
美
し
い
音
楽
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

アイヌ文化のすばらしさを知る
ムックリとウポポの公演を開催

3
22
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出
来
ま
す
」

単
位
の
認
定
は
ど
の
よ
う
に
？

「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
は
出
席
と
試
験
な
ど

で
単
位
を
も
ら
え
ま
す
が
、そ
れ
以
外
は
、

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
と
認
定
試
験
で
す
」

勉
強
は
ど
こ
で
し
て
い
ま
す
か
？

「
札
内
の
図
書
館
に
出
か
け
て
い
っ
て
勉

強
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
夏
は
自
転
車

で
す
が
、
冬
は
歩
い
て
行
き
ま
す
」

図
書
館
の
資
料
は
十
分
で
す
か
？

「
幕
別
町
の
図
書
館
に
は
大
学
の
レ
ポ
ー

ト
に
使
う
よ
う
な
専
門
書
は
あ
ま
り
な
い

で
す
。
で
も
司
書
の
方
に
相
談
し
て
、
道

立
図
書
館
や
大
学
図
書
館
な
ど
か
ら
取
り

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
文

献
探
し
な
ど
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
レ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
資
料

も
そ
ろ
い
ま
し
た
。
私
が
単
位
を
取
得
で

き
た
の
は
図
書
館
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
」

大
学
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
は
私
の
よ
う
な
高

齢
者
だ
け
で
な
く
若
い
世
代
の
人
も
一
緒

に
受
け
ま
す
の
で
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
人

と
お
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。
勉
強
を
続
け

て
き
た
こ
と
で
世
の
中
の
動
き
も
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

４
月
か
ら
新
し
い
学
部
に
入
る
そ
う
で

す
ね
。

「
勉
強
は
お
も
し
ろ
く
て
や
め
ら
れ
な
い

で
す
よ
、
年
を
と
っ
て
も
自
分
に
投
資
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
４
月

か
ら
は
経
済
の
勉
強
を
は
じ
め
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
勉
強
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
」

今
月
は
、
通
信
教
育
で
二
つ
の
学
部
を

卒
業
し
４
月
か
ら
経
済
学
部
に
入
学
す
る

大
内
美
彌
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

大
学
に
入
る
き
っ
か
け
は
？

「
60
歳
を
す
ぎ
て
、
主
人
も
亡
く
な
り
、

時
間
が
出
来
た
の
で
ロ
シ
ア
文
学
を
じ
っ

く
り
読
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
で

も
私
は
女
学
校
し
か
出
て
い
な
か
っ
た
の

で
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
で
勉
強
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」

通
信
教
育
を
選
ん
だ
の
は
？

「
家
に
い
な
が
ら
で
も
通
信
教
育
な
ら
大

学
の
勉
強
が
で
き
る
よ
と
い
う
家
族
の
勧

め
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」

法
政
大
学
を
選
ん
だ
の
は
？

「
私
は
女
学
校
（
今
の
中
学
校
に
相
当
）

し
か
出
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
大
学
入
学

資
格
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
法
政
大

学
に
は
、
特
修
生
の
制
度
が
あ
っ
て
そ
れ

を
終
了
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
入
学
資
格

が
得
ら
れ
る
と
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
」

入
学
に
あ
た
っ
て
苦
労
し
た
こ
と
は

「
特
修
生
時
代
の
英
語
の
勉
強
で
す
。
そ

れ
ま
で
英
語
に
は
縁
が
無
か
っ
た
の
で
も

の
す
ご
く
大
変
で
し
た
。
終
了
試
験
で
は

実
際
に
先
生
の
前
に
座
っ
て
教
科
書
を
読

ん
だ
り
英
語
の
質
問
に
答
え
た
り
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

勉
強
の
様
子
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

「
通
信
教
育
で
す
か
ら
普
段
は
一
人
で
教

科
書
を
読
ん
だ
り
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
夏
・
冬

の
３
週
間
づ
つ
と
春
・
秋
の
１
週
間
ず
つ

あ
る
の
で
そ
の
時
に
仲
間
に
会
う
こ
と
が

保健師：こんにちは、スマイル君。先月言っていた
スマイル君の親戚の赤ちゃんの家に行ってきた
わよ。

スマイル君：かわいかったでしょ。
保：えぇ。もう笑ったりしていたわよ。でも、お母

さんは、夜泣きとかでちょっと疲れ気味だった
わ。

○：子育てって大変だよね。
保：そうよ。特に初めての子を持つお母さんは、わ

からないことだらけだし、寝不足になったり、
洗濯などの家事も多くなり身体的にも疲労が重
なるの。しかも、子どもがちゃんを成長してい
るか不安に思ったり…

○：そっかぁ。周囲の人の協力がないと大変だね。
保：そうね。スマイル君、「子どもがかわいいと思

えない」と感じたことがある母親の割合ってど
のくらいいると思う？

○：わかんない。
保：90％以上なのよ。
○：えっ！そんなに !?
保：そう、その数字を聞いた時の反応が世代によっ

て違うのよ。子育て中の母親だと「そのくらい
かぁ」って反応。子育てを終えた女性は、一瞬
「そんなに？」と驚いたあと「そうかもね」と
いう反応をするんですって。一番驚くのが50歳

代以上の男性だそうで「そんなの嘘だ！」って
反応する人も多くいるのよ。

○：ふ～ん。
保：母親は子どもをいつでも必ずかわいいと感じる

っていう思いこみをもっている人が多いわ。こ
れを『母性神話』というのだけれど、それを無
意識のうちにも押し付けてしまったりするの
ね。でも、さっきも言ったとおり、いろいろな
大変なことがあって、お母さん自身も辛い時が
あったりすると、他のことを考えられない時も
あることをわかってあげなければね。

○：そうだなぁ。確かに僕もそう思っていた部分が
あるかも。

保：まわりの人も「母親だから～しろ、～するな」
と決めつけないであげて。核家族のなかで子育
てする母親が増えて、近所のつきあいも減って
いるわ。身近に子どもを持つ母親がいたら、ち
ょっと声をかけて話を聞いてあげて。

○：うん。僕も時々、親戚の赤ちゃんに会いにいこ
う。

保：もし、困っている人がいれば、保健師が相談に
のるし、幕別町の育児サークルの「赤ちゃんク
ラブ」も紹介できるので、声を掛けてください
ね。

ホットライン�
健康づくり� あなたは、“母性神話”を

持っていませんか？

Queen’s  English  with  Daniel
Spring.（春）

Did you see my garden Lisa ?
リサ、僕の庭を見たかい？
No, what's changed ?
見ていないけど、何か変わったの？
What's changed !? Spring has come !
There are lots of tulips and daffodils and
already the herbs are starting to grow new
leaves.
何か変わったかって？春が来たのさ！たくさ
んのチューリップとスイセンが咲いているし、
ハーブには若葉がでてきたよ。
Wow, you're really serious about your
garden aren't you ? 
まあ、なんとも本格的ですね。
Well, I like to use my free time outside so
gardening is the perfect hobby for me.
うん、外でひまな時間を過ごすことが好きな
ので、庭しごとは僕に最適な趣味なのさ。

Do you have any strawberries ?
イチゴは作っているの？
I did last year so I expect they'll come up
again this year.
去年作っていたから、たぶん今年も生えてくる
と思うよ。
Well why don't you invite me to have a
barbeque with you when the strawberries
are ripe ?
そう、イチゴが熟したらバーベキューに誘って
くれない？
I'll do that !
そうするよ！

Vince：

Lisa：

Vince：

Lisa：

Vince：

Lisa：

Vince：

Lisa：

Vince：

Vince and Lisa are drinking apple juice in a
country pub.
ビンスとリサは田舎のパブでアップルジュースを飲ん
でいます。

輝いています�シリーズ�

大内美彌子さん

（札内中央町）

おおうち・みやこ／大正12年北見に生まれ
る。夫の仕事（歯科医師）の関係で幕別に移
り住む。
昭和61年法政大学に通信教育の特修生とし
て入学、３年間学び大学入学資格を取得し平
成元年同大学文学部史学科に入学、５年で卒
業後引き続き同大法学部法律学科に入学、こ
のたび卒業し、４月からは同大学経済学部経
済学科に入学する。

勉
強
は
楽
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い



しばらく書いていなかったのですが、知人の勧めも
あって最近また始めました。

再開後は筆がなかなか進みませんでしたが、この頃
は、聖書など本の中から気に入っている部分を抜粋し
て書いたりして、楽しんでいます。

手づくりのアイデアを色々考えながらものを作るこ
とが好きで、この作品もアイデアのひとつです。

人形は、老人ホームのお年寄りに差し上げたのです
が、自分の作品が、人に喜んでもらえたり、元気がで
ると言ってもらえたりすると、うれしいですね。
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さあ、問題だよぉ！�

広報クイズ 181

ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵

画
や
手
芸
、
陶
芸
品
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
力
作

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．３月23日に開通した札内清柳

大橋の全長は何メートル？

①４７７メートル

②５５５メートル

③７６７メートル

【応募方法】

はがきにクイズの答え、住所、

氏名、年齢と、ご意見、ご要望な

どを書き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室

【締め切り】

４月１５日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は16通でした。先月号の

正解は②で、当選者はＰＮ.Ｒ.Ｓさ

ん、坂本結依さん、ＰＮ.まるちゃ

んさん、ＰＮ.ハイビスカスさん、

ＰＮ.成原翠玉さんです。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
磯
部
勇
さ
ん
（
相
川
）
か
ら
図
書
整
備

基
金
に
５
万
円
▽
中
村
百
合
子
さ
ん
（
中

央
町
）
か
ら
福
祉
推
進
基
金
に
３
万
円
▽

川
尻
博
之
さ
ん
（
旭
町
）
か
ら
図
書
館
に

小
型
除
雪
機

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
月
18
日
現
在
）

吉村　律子さん
（泉　町）

前田あさ子さん
（あかしや町）

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

だんだん歩きづらくなってくるのも、動くのが億劫になってきたのも、「年だからしょうがない」なんて思
っていませんか？　体の筋肉はお金と同じで貯えることができるので、いざという時のために備えておきま
しょう。「これまで運動はしてこなかったし、今さら運動してももう遅いのでは…」と、あきらめないでくだ
さい！　筋力づくりを続ければ、たとえ80歳、90歳になっても筋力アップすることがわかっています。いく
つになっても遅いことはないので、是非お試しください。

来月は平成13年5月生まれのお子さんです。4月15日（消印有効）までに
写真と20字程度のコメント、住所、氏名（パパとママも）、性別、生年月
日を企画室までお寄せください。なお写真はお返ししませんので、ご了
承願います。

募 集 内 容

早
坂
は
や
さ
か

恒
槻
こ
う
き

（
緑
　
町
）

平
成
13
年
４
月
14
日
生
パ
パ

象
太
さ
ん

マ
マ

美
代
子
さ
ん

僕は音楽が大好きなの
で、音がなると自然に体
が動いちゃう。

く
ん

ＰＮ.雨上がり干上がり隊

ＰＮ.成原翠玉

まずは大きく腕を回して
リラックス

か
ら
走
っ
て
く
る
車
の
音
で
目
が
覚
め
る

し
。
守
り
ま
し
ょ
う
ス
ピ
ー
ド
は
。「
ゆ
っ

く
り
走
ろ
う
北
海
道
」
こ
の
言
葉
そ
の
も

の
で
す
。
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
!!

匿
　
　
名

庭
で
発
生
し
た
、
使
用
済
み
の
油
の

処
理
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

✎

…
使
い
終
わ
っ
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
、

油
を
固
化
す
る
も
の
が
、
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
で
固
め
る
か
、
ウ
エ
ス

や
新
聞
紙
で
油
を
き
れ
い
に
吸
い
取
っ
て

燃
や
せ
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
町
民
課
環
境
衛
生
係
）

Ｐ
Ｎ
・
ま
る
ち
ゃ
ん

館
の
無
料
入
浴
券
が
廃
止
に
な
っ
て

残
念
で
す
…
…
。
で
も
、
３
０
０
円

に
な
っ
た
か
ら
い
い
か
。
今
年
も
た
く
さ

ん
行
く
つ
も
り
で
す
。

Ｐ
Ｎ
・
フ
ク
ロ
ウ

く
の
家
の
前
に
農
道
で
止
ま
れ
の
標

識
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ゴ

ー
イ
ス
ピ
ー
ド
で
、
止
ま
ら
ず
走
り
去
っ

て
い
く
車
が
あ
り
、
と
く
に
夜
中
は
遠
く

HIROBAみんなの�

  広　場�

みんなの�

  広　場�

このページではみなさん
からのお便りや取材で聞
いた意見・作品などを紹
介しています。

緑

家

奥
田
お
く
だ

詩
音
し
お
ん

（
北
　
町
）

平
成
13
年
４
月
18
日
生
パ
パ

邦
彦
さ
ん

マ
マ

美
貴
子
さ
ん

ぱっちりおめめがチャー
ムポイントなの

ち
ゃん ＰＮ.水霧月夜

ぼ

ＰＮ.坂城
あきら

３
期
12
年
間
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と

し
て
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
相
川
の
黒

島
通
さ
ん
が
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
賞
し
３

月
６
日
、
副
支
庁
長
か
ら
賞
の
伝
達
を
受

け
ま
し
た
。

黒
島
さ
ん
は
「
私
が
町
議
会
議
員
に
な

っ
た
昭
和
46
年
は
幕
別
町
の
一
般
会
計
予

算
が
10
億
円
を
越
え
た
年
で
し
た
。
当
時

は
中
島
町
政
か
ら
大
石
町
政
に
変
わ
る
時

期
で
幕
別
町
に
と
っ
て
も
激
動
の
時
代
で

し
た
。
受
賞
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
」

と
感
謝
し
て
い
る
。

黒
島
さ
ん
は
大
正
３
年
幕
別
町
に
生
ま

れ
。昭
和
６
年
家
業
の
農
業
に
従
事
す
る
。

昭
和
46
年
か
ら
３
期
12
年
間
、
幕
別
町

議
会
議
員
。
３
期
目
に
は
町
議
会
副
議
長

の
要
職
に
つ
き
、
昭
和
58
年
か
ら
５
年
間

は
幕
別
町
監
査
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

そ
の
間
幅
広
い
識
見
の
も
と
町
政
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

黒島　通さん
（88）

ＰＮ.九太郎

前
田
ま
え
だ

博
基
ひ
ろ
き

（
西
　
町
）

平
成
13
年
４
月
28
日
生
パ
パ

修
佑
さ
ん

マ
マ

優
子
さ
ん

カメラ目線バッチシ。こ
の笑顔に爺婆

じいばあ

はメロメ
ロ。

く
ん

手のひらを合わせる。
少し力を入れて左右から
押し合うようにする。

指は下に
向ける

上体を少しづつ後ろに
倒していきながら、ゆ
っくりひじを曲げて、
伸ばすを繰り返す。
（二の腕の力でしっか
り体を支えながら行
う）

目安：10～20回程度

反動をつけ
ないで
ゆっくりと

横座りの状態で楽な位置で床に
両手をつき、そのまま床にうつ
ぶせになる。（楽な姿勢で）

両手でしっかり体
を支えながら、腕
の力でゆっくり上
体を起こしてい
く。腕立てふせの
要領で繰り返す。

目安：
左右10～20回程度

反動をつけ
ないでゆっ
くりと

流し台やテ
ーブル等の
へりに後ろ
向きでつか
まる



こ
ち
ら

編
集
室
で
す

い
よ
い
よ
幕
別
町
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

す
。
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
職
員
で
研
究
会
を
作
っ

て
、
検
討
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

最
近
は
個
人
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
幕
別
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
自
分
た
ち
で
作

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
経
費
の
削
減

と
よ
り
身
近
な
内
容
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
ま
し
た
。

大
企
業
が
作
る
よ
う
な
立
派
な
も

の
は
作
れ
ま
せ
ん
が
、み
な
さ
ん
に
、

幕
別
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
、

意
見
交
換
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

素
人
が
無
い
知
恵
を
絞
っ
て
作
っ

た
も
の
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分

な
面
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

掲
載
内
容
を
順
次
増
や
し
な
が
ら
、

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

妹
尾
・
武
田

人の動き《平成14年2月末日現在》

人　口　25, 422人 （＋ 2人）

男　　12, 207人 （－ 3人）

女　　13, 215人 （＋ 5人）

世帯数　 9, 573戸 （－ 6戸）

広報まくべつ　　　2002年4月号

■発行　幕別町

■編集　企画室

（〒089-0692  北海道中川郡幕別町本町130番地

TEL  0155-54-6610 FAX  0155-54-3727）

第39回
4,037人

国
民
年
金
と
は
？

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
加
入

し
、
老
後
や
万
一
の
病
気
や
け
が
に
備
え
て
、
み
ん
な

が
お
互
い
に
協
力
し
て
将
来
の
生
活
を
支
え
合
う
制
度

で
す
。

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
る
と
、
65
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
が
、
万
一
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
に
は
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
障
害
基
礎
年
金
が
、

不
幸
に
し
て
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
幕
別
町
で
は
平
成
12
年
に
４
０
３
７
人
の
方
が
受

給
し
て
い
ま
す
。

拠
出
年
金
と
福
祉
年
金

国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
が
保
険
料
を
納
め
る
拠
出

制
が
中
心
で
す
が
、
こ
の
制
度
が
発
足
し
た
昭
和
36
年

に
、
す
で
に
高
年
齢
に
達
し
て
い
た
人
は
、
拠
出
年
金

を
受
け
る
た
め
の
受
給
資
格
を
満
た
せ
な
い
た
め
に
無

拠
出
の
老
齢
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
し
た

今
年
４
月
か
ら
年
金
事
務
が
見
直
し
さ
れ
、
事
務
の

一
部
が
町
か
ら
国
へ
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
比
較
的

所
得
の
低
い
人
で
、
保
険
料
を
全
額
納
付
す
る
こ
と
は

難
し
い
け
れ
ど
も
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
を
よ
り
多
く
受
給
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
半
額
を
免
除
し
、
半
額
を
納
め
る

「
半
額
免
除
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の

詳
細
や
４
月
か
ら
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
帯
広
社
会

保
険
事
務
所
（
1
25

８
１
１
１
）
ま
た
は
町
民
課
年

金
係
（
1
54

６
６
０
２
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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